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第18回留学生日本語スピーチコンテスト

留 学 生 の 渡 日 状 況

　令和3年12月19日（日）南海放送本町会館にて第18回留学生日本語スピーチ
コンテストが開催されました。昨年に引き続き無観客での開催でしたが、コンテ
ストの様子は南海放送ラジオと愛媛ＣＡＴＶで同時放送され、南海放送ＨＰでは
インターネットでライブ配信されました。今回は最優秀賞や優秀賞のほか「南海
放送リスナー賞」が新たに設けられ、聞いている人がより参加できるようになり
ました。愛媛県内の学校から12名の留学生が出場し、愛媛大学からは7名の留学
生が参加、そのうち4名が入賞しました。
　「父の残した夢」というタイトルでスピーチをした、最優秀賞受賞のディン・
キエウ・ミさん（法文学部、ベトナム）に感想を聞きました。

国際連携推進機構HP

愛媛大学留学生の「いま」

最優秀賞を受賞したディン・キエウ・ミさん

「私は、今回初めてスピーチコンテストに参加しました。人前で話すことはあまり得意

ではないですが、残りの大学生生活の思い出を作りたくて、思い切って参加の申込をし

ました。始まる前に、とても緊張していましたが、他の学生のスピーチが面白くて、途

中で緊張をしなくなりました。参加者の日本語学習期間はそれぞれ違いますが、皆個性

が豊かで、表情やパフォーマンス、スピーチの内容まで全部素敵で、とても勉強になり

ました。最優秀賞もいただいて、すごく嬉しかったです。コロナ禍でこのようなイベン

トに参加する機会が減っている中、参加できてすごく感謝しています。今回のスピーチ

コンテストで父への想いを伝えることができ、周りの学生と交流もできました。この経

験を大切にし、今後の活動にいかしていきたいと思います。

　最後に、指導をしてくださった先生方、時間をくださって添削やアドバイスを頂いた

方々に感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございます。」

 当日の様子は南海放送のHPまたはYoutubeチャンネルで見ることができます。

　2021年11月に一度は留学生の入国が緩和しまし
たが、11月30日の政府の発表にあった通り、2021
年末まで外国人の入国が禁止されました。12月に渡
日が決まっていた留学生は、入国の目途が立ってい
ただけにとても落胆した様子でした。しかし、この
ような状況でもほとんどの人が休学せず、国際教育
支援センターが開講している日本語の授業に、母国
からオンラインで参加しています。

(2021年12月現在)

※2021年後期はオンライン受入れ交換留学生８名を含む。

　AISAとは、「愛媛大学留学生協議会」のことで
す。実際の活動の様子を代表の呉　瀚さん（人文

社会科学研究科、中国）に尋ねました。

1、普段何名で活動していますか？
　普段は12名で3つのグループに分けて
活動しています。

４、今後の活動予定を教えてください。
　城北地区正門の南側に建設中のE.U. Regional Commonsの愛称を選考する
にあたり、学生代表者会議のメンバーに加わる予定です。

2、活動の頻度はどれくらいですか？
一週間に1回〜2回です。

3、今年度に入ってどんな活動をしましたか？
　学部別に留学生から意見を集めました。私たちはそのたくさんの意見をま
とめて、どれが役に立つのかを相談しました。そして、以下の3つにまとめ、
グループで対策を考えました。
　　・メール等連絡関係の改善
　　・大学環境の整備
　　・留学生と大学の間での話し合いの機会を増やす
　最後に、これらの意見と対策のプレゼンテーションを学長に見ていただき
ました。

AISAの活動報告

AISA代表の呉　瀚さん




